
令和８年第３回仙台市議会定例会 
 

本 日 の 一 般 質 問 

 
令和８年９月１４日 

順序 議 員 名 会 派 名 質 問 項 目 

１ 千葉 ようすけ 自 由 民 主 党 ・保育諸課題 
 ・保育人材確保、人材プール構築 
 ・特別支援保育助成の要件緩和 
・廃墟、建物跡地の活用 
 ・国道２８６号線沿い旧電気小売店舗 
・国道２８６号線沿い旧自動車販売店舗 
・八木山の旧東北郵政研修センター 

・手話による情報保障 
・固定資産税、都市計画税の税率 

２ 佐々木 真由美 公 明 党 
仙 台 市 議 団 

・仙台市地下鉄におけるエレベーターの防災対策 
 ・防災非常用品の設置 
・アピアランスケアのさらなる支援拡充 
 ・エピテーゼ等の補整具補助 
・コスメバンクプロジェクトの導入 
・施設面積が狭隘な学校への対応 

３ ご と う  咲 子 市民フォーラム

仙 台 
・東京電力福島第一原発事故の影響による除去土壌等 
 ・管理期間未定のまま事実上半永久管理になる懸念 
 ・生活圏への拡大と市が迫られる管理等の課題認識 
 ・本市内でのさらなる受入れを行う考えの有無 
・重度障がいのある方の暮らしと住まい・親なき後 
 ・当事者と家族の状況を捉えた現状調査の実施 
 ・グループホーム空き情報等の見える化や情報周知 
 ・次期障害福祉計画等への数値目標の設定 
 ・支援の質向上と報酬加算に資する人材育成の推進 
 ・重度知的障がい者向けの柔軟な支援制度創設 

４ 大河原 ふゆこ せんだい自民・

参 政 の 会 
・相次ぐ政治倫理上の問題への本市の対応 
・こどもたちを取り巻くデジタル環境の諸課題 
 ・脳の発達等への影響 
 ・メリハリある端末利用 
 ・リアルな体験活動・コミュニケーションの重要性 
・こどもたちの自然体験活動の環境づくり 
・新型コロナワクチン接種記録の検証 

(  次に続く ) 



 
 

順序 議 員 名 会 派 名 質 問 項 目  

５ 吉 田 ご う 
 

日 本 共 産 党 
仙 台 市 議 団 

・市民の交通権保障実現を目指す交通まちづくり条例 
・敬老乗車証の改善とクロスセクター効果調査の実施 
・ふれあい乗車証の市観光目的バスへの適用 
・市バス運転士の待遇改善と正社員割合の拡大 
・せんだい市バス・地下鉄ナビの多言語表示機能追加 
・平日日中に市バスを利用する高齢者向け路線の検討 
・地域交通乗り乗り事業の適用対象エリアの拡大 
・地域公共交通の拡充に向けた市民との対話の仕組み 

６ 䭜  隆 一 立憲民主党仙台 ・物価高対策と消費税減税問題 
・令和７年度一般会計決算 
 ・市債残高増加と今後の見通し 
 ・繰越額・不用額増の課題 
・原発汚染土の再利用問題 
・認知症基本法に基づく施策の在り方 
・市内バス路線廃止・再編問題と運転士確保策 
・職員のフレックスタイム制と働き方改革 
・内部統制制度（事務ミス）問題 

７ 福田 ようすけ 新政ＳＥＮＤＡＩ ・こども達をＳＮＳの弊害から守る取組 
・グローバル化の中での日本語の価値 
 
 

８ 早 坂 千亜紀 日 本 維 新 の 会 ・除染土の再利用 
 ・中間貯蔵、最終処分の課題 
・風評被害への本市の考えと対策 
・今後の公共事業、道路、農地への再利用 
・外部被曝と内部被曝 
・空間放射線量の安全性の確保 

・モニタリングポスト 
・外部、非常電源の確保 
・数値表示の時間帯 

９ 大 草 よしえ 心豊かな社会を

つ く る 会 
・真に「選ばれる都市」の条件 
 ・仙台固有の歴史が切り拓く未来 
 
 

(  次に続く ) 
 
 
 



順序 議 員 名 会 派 名 質 問 項 目 

１０ 伊 藤 ゆうた 市 民 の 会 ・ツキノワグマ対策 
・フンボルトペンギンの展示再開 
 
 

１１ 渡 辺   博 自 由 民 主 党 
フ ォ ー ラ ム 

・市民理解の音楽ホール建設の可能性 
・ＰＦＩ・ＰＰＰの有効活用と市政運営 
・市民サービスの向上とデジタルディバイド対策 
・郷土愛・シビックプライド・先人教育 
・仙台市の広報の在り方・市民理解があっての市政 

１２ 高 村 直 也 持 続 可 能 な 
地域をつくる会 

・特別市など、持続可能なまちづくりの在り方 
 ・人口減少対策としてのまちづくり 
・経済波及効果の評価 
・都市間での水平連携の推進 
・スマートシュリンクの視点を取り入れた施策推進 
・熟議に基づくまちづくり 

※  質問項目は、変更されることがあります。  


